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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月2日(2015.3.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒトの悪性黒色腫、あるいは原発性または転移性肝がんの治療方法であって、併用治療
レジメンにおいて、少なくとも一つの悪性黒色腫、あるいは原発性または転移性肝がん性
の腫瘍のアブレーションを誘起する治療有効量の（１）病巣内ケモアブレーション用医薬
組成物を投与し、その後、免疫系下方制御に対する全身性阻害剤または免疫系上方制御に
対する全身性阻害剤である、（２）治療有効量の全身性免疫修飾抗がん剤を別に投与する
ことを含む方法であって、
　前記病巣内ケモアブレーション用医薬組成物は、ローズベンガルを０．１％（ｗ／ｖ）
以上の濃度で含有する水溶液、またはローズベンガルの生理的に許容可能な塩を含む、適
切な医薬組成物中にローズベンガル（４，５，６，７－テトラクロロ－２’，４’，５’
，７’－テトラヨードフルオレセイン）を含有する病巣内（ＩＬ）ケモアブレーション用
薬剤、を含み、前記病巣内ケモアブレーション用医薬組成物は、少なくとも一つの前記悪
性黒色腫、あるいは原発性または転移性肝がん性の腫瘍の病巣内へ約０．１ｍＬ／ｃｃ病
変体積から約２ｍＬ／ｃｃ病変体積投与される方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、免疫系下方制御に対する全身性阻害剤である前記全身
性免疫修飾抗がん剤は、抗ＣＴＬＡ－４抗体を含む、ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、前記ローズベンガルはローズベンガル二ナトリウムで
ある、ことを特徴とする方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、前記ローズベンガルの濃度は、約０．１％～約２０％
（ｗ／ｖ）であり、前記医薬組成物は、ナトリウム、カリウム、カルシウム、およびマグ
ネシウムからなる群より選択される少なくとも1つのカチオンと、塩化物、リン酸塩、お
よび硝酸塩からなる群より選択される少なくとも1つのアニオンとを含む電解質を含み、
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前記電解質の濃度は約０．１％（ｗ／ｖ）～約２％（ｗ／ｖ）である、ことを特徴とする
方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、前記ＩＬケモアブレーション用医薬組成物中の前記電
解質の濃度は０．５％（ｗ／ｖ）～１．５％（ｗ／ｖ）である、ことを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項１に記載の方法であって、前記ケモアブレーション用医薬組成物の浸透圧は、約
１００ｍＯｓｍ／ｋｇより大きい、ことを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項４に記載の方法であって、前記電解質は塩化ナトリウムである、ことを特徴とす
る方法。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、前記医薬組成物は親水性賦形剤を含む、ことを特徴と
する方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、前記医薬組成物のｐＨは、約４～約１０である、こと
を特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の方法であって、前記医薬組成物のｐＨは、約５～約７である、ことを
特徴とする方法。
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